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東日本大震災から４カ月 
被災地の聴覚障がい者は今・・・ 

＜岩手＞・三陸の被害が大きい。３０～４０ｍ建物の４階まで届くほどの津波。 

・被災者の家を回るときは、入れないところがいくつもあるので、遠回りして車で入った。 

・生活環境の問題やストレスを抱えているよう。精神面のケアなど、専門家の支援が必要かもしれ

ない。 

・連絡網の断絶等で会員安否に大変苦心した。 

＜宮城＞・震災直後は、停電し、ガソリンもなく、３日後やっと回ることができた。 

・戦後の空襲の後のような状況だった。 

・津波の情報も知らず、チリ地震の時の津波は大したことがなかったので油断していた。 

・市町村に通訳の設置が必要。聴覚障害者に対する理解が丌足している。 

・親族が亡くなられたり、家屋損壊など大きな被害が出た方もいる。 

＜福島＞・原発の関係で避難範囲が拡大している。 

・地震でアパートが破損し、修理のため退出を求められているが行き先がなく困っている会員も。 

・原発事故で多数の役員・会員・要約筆記者がバラバラに避難し、協会としての組織的活動が大変

困難な状況。 

≪東日本大震災聴覚障害者救援中央本部救援ﾆｭｰｽ、東日本大震災全難聴対策本部ﾆｭｰｽより抜粋≫ 
 

 日ごろから、非常持ち出し品をリュックなどの背負える袋に準備しておくこ

とが大切です。袋には次のようなものを中心に、男性では 15kg、女性では

10kg を目安とし、家族全員が１個ずつ用意するようにしたいものです。 

１．携帯ラジオ（予備電池を忘れずに）：災害時は正確な情報が不可欠です。 

２．懐中電灯（予備電池を忘れずに）、ロウソク：停電や夜間の行動に必要です。 

３．ヘルメット（防災頭巾）：避難時の落下物などから頭部を保護します。 

４．非常用食料（３日分）：火を使わなくても食べられるものが便利です。 

５．飲料水（３日分）：１人１日３ℓ（３日分で９ℓ）を目安としたいものです。 

６．衣類（下着、上着、靴下、ハンカチ、タオルなど）：携帯用衣類セットなどもあり

ます。 

７．生活用品（ライター、マッチ、軍手、紙皿、紙コップ、ナイフ、缶切り、栓抜き、ティッシュ、ウエットティッシ

ュ、ビニールシートなど） 

８．救急薬品、常備薬（絆創膏、ガーゼ、包帯、消毒薬、解熱剤、胃腸薬、風邪薬、マスク目薬など）：持病

のある人は常備薬を忘れないようにしましょう。 

９．通帳、証書、印鑑、現金：現金は紙幣だけでなく 10 円硬貨なども用意しましょう。 

10．身分証明書、学生証、健康保険証など                     《参考：秋田県防災 HP》 

他に、補聴器用予備電池、筆談ボード、筆記用具、メモ用紙なども入れておきましょう！ 
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「聴覚障がい者用の電話」ともいえるこのテレビ電話。ADSL 回線か光回線に

接続して使います。タッチパネルで操作も簡単。プロバイダのインターネット

接続に契約すれば、インターネットやメール作成も可能です。 

手話で話す方 12.1 インチの大きな画面で、テレビ電話同士でまたはドコモの

携帯電話と思う存分手話で話しができます。 

筆談で話す方メモ共有機能を使えば、チャットのようにテレビ電話で筆談がで

きます。 

【機器名】フレッツフォン VP2000（VP3000 もありますが画面が小さいので要注意） 

【問合せ】・各市町村福祉課 

・NTT 東日本（ﾌﾚｯﾂﾌｫﾝ等専用）℡0120-506116 ※残念ながら fax 対応はなし 
 

 

聴覚障がい者のコミュニケーション方法は、その成育歴、環境、失聴時期等で様々です。 

手話 かつては「手まね」と言われ、道端で手話で話していると白い目で見られた時代を経て、現在

は英語、韓国語等と同じく一つの言語として認められるように。日本語とは異なる独自の文法があ

り、手話話者共通のルール（呼ぶ時は肩を叩く、会話は必ず視線を合わせるなど）もある。 

筆談 紙に日本語を書いて行う方法。きちんと要点を押さえて書くことが求められます。 

読話 口の形を見て言っていることを読み取る方法。文の流れからある程度の想像はできても、正し

く読み取ることは難しい（例：「たばこ・なまこ・たまご」←口の形だけで判別困難）。 

 これらのコミュニケーションを複数使う方もいます。特に手話話者は日本語が苦手な場合もあり

ます。聴覚障がい者一人ひとりがどのような方法を持っているのかをよく確認することが必要です。 
 

現在開催中！ 
◎手話通訳者養成講座 場所:当センター等 

9/25 に公開講義があります！詳細は HP、またはお問い合わせください。 

◎要約筆記奉仕員養成講座 場所:にこふる(鶴岡) 

8/7、21、9/11、10/30 に公開講義があります！詳細は HP、またはお問い合わせ下さい。 

現在募集中！ 
◎聴覚障がい者情報通信技術講習会(IT 講習会) 場所:社会福祉研修センター（当センターと同じ場所） 

９/３、４ 初心者を対象とした情報保障（手話通訳・要約筆記）がついたパソコン講習です。 

 

編集後記 

暑い日が続いていますね。節電ももちろん大切ですが、適度な水分と塩分を補給し熱中症になら
ないように注意しましょう。センターが入っている小白川庁舎でも、昼休み時の消灯、
エアコンの設定温度を上げるなどの節電対策を行っています。センターは４階にあるせ
いか、心地よい風が入りエアコンを使わずとも涼しいです。ぜひ涼みにおいで下さい 
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山形県聴覚障がい者情報支援センター山形市小白川町 2-3-30  T/F 023-666-7616 
HP http://y-mimi.sakura.ne.jp メール y-mimi@white.plala.or.jp  
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～テレビ電話（フレッツフォン）～ 
市町村によっては日常生活用具<聴覚障害者用通信装置>
に該当します！ 


